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1．　 ま え が き

　遊星減速機 は ， 古 くか らよ く知 られ た 歯車装置で あ る

が ， そ の 産業用 ， 舶用 の 大出力減速機へ の 本格的適用 は

意外 に 新 し い ．口本 で の 舶用へ の 適用は ， 昭和 30 年代

の終わ りで あ り， 中速デ ィ
ーゼ ル 機関 の 急激な普及 に よ

り， 応用面 の 開発が 次第 に 各方面 で 実施さ れ ， 現在で は

シ ュ テ キ ヒ ト型を原型 とし た減速機 ，
IMT 型減速機 を

合 わ せ て 50 台 近 くの 中 速デ ィ
ーぜ ル 機 関 用 遊 星 減 速 機

が 実船 に と う載され て 良好な実績をあげ て い る．更 に ，

遊星減速機 に は 構造的 に 変動 トル ク を 吸 収す る効果 を 持

た せ る こ とが 可能で あ り， 機関軸系 の ね じ り振動振幅 を

小 さく押 え るこ とが で きる の で，弾性接手等 の ね じ り振

動制振装置 を 軸系 内 に 設け る 必 要 が な く な る 可能性 が あ

り ， この 方面 の 研究開発 が （財）日本舶用機 器 開発協会

で 進 め ら れ て い る．

　 こ こ で は ， 各 型 の 遊星減速機 に つ い て 若干説明す る と

と もに ， 前記 の 研究開発 に お ける実測値 と当会技術研究

所 の ア ナ P グ計算機 で の 解析値 と を比 較す る こ と に よ っ

て ， 遊星減速機の 変動 トル ク 吸収効果を述べ る こ と とす

る．

太

（a ）　ス タ ー配置

ア （固 定 ）

（b ）　ブ ラ ネ タ リー配置

図 1 遊星減速機 の 機構

ア

表 1　遊星減速機 の 基本形式

2・ 遊星減速機

　遊星減速機 の 機構 と し て は 図 1 に 示す よ うに ， 中心 に

太 陽 歯 車 が 位 置 し，そ の 周 囲 に 等聞隔 に 配置 し た 複数個

（3 個 以 上） の 遊星歯 卓が 太陽歯車 と か み 合 い
， 遊星歯

車の 外側 に は ， こ れ とか み 合う リ ソ グ状 の 内歯車 が 設 け

られ て い る．そ し て 太陽歯車 ， 遊星歯車 ， 内歯車 の どの

歯車を固定歯車 ， 入力歯車 ， 出力歯車 とす る か に よ り，

表 1 に 示 す 3 型 式 に 分類 され る が ， 通常は ス タ ー型 と プ

ラ ネ タ リー型 が 減速比 の 関係 で 多く使用 され て い る．

　図 1 （a ），（b）に ス タ ー型 ，プ ラ ネ タ リー型 の 減 速 機 が

それ ぞれ示 され て い る が ， こ の よ うに 遊星減速機 の 機構

は 閉 じ られ た 歯車列 で あ るた め ，製作 上 の 各種誤差 に よ

り， 各遊星歯車 の 荷重分担 に 不均等を生 じ， こ れ が各部

の 荷重 の 増大 とな る恐 れ が あ り， 工 作精度 を一ヒげ る こ と
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S は 太陽 ，
P は 遊星 ，　 R は 内歯醸を示 す．

Z は 歯数

が必 要となる．しか し現状 で は ， こ れだけで は 不十分 で

あ り， 更 に 誤差 の 影響を回避 し て ， 各遊星歯車 に か か る

荷重 を 均 等 化 す る機構 （荷重 等 配 機構 ）が 必 要 とな る．

こ の 等配機構 と し て は ， シ ュ テ キ ヒ ト式 ，
レ ン ク 式 ，

IMT 式が代表的 な実施例 で あ る．

　シ ュテ キ ヒ ト式 （図2 参照）は ， 太陽歯車及 び 内歯車

を 歯 ・倒妾手を介 し て 浮動支持し ， 特 に 半径方向拘束 を解
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図 2St6ckicht 式遊星減速機

く こ と に よ っ て 得 られ る 内歯車 の 局 部変形 は ， 荷重 等配

に 極め て 有効 と考え られ て い る．

　 レ ン ク 式 （図 3 参照） は ， 内歯車を弾性的な振動を減

衰する構 造 に し ， 更 に さや状 の ば ね （図 4） で 外側 の ケ

ーシ ソ グ に 固定 し て い る．こ の ば ね に よ り振動 が 減衰さ

れ る と と も に ， 衝撃的 に 荷重 が変動す る の を 防 い で い

る．更 に 太P，tgJ車 を 軸受 に よ り支持す る の で な く ， 遊星

図 3Renk 式遊星歯車減速機に お け る遊星歯車と

　　　内歯 車 （外輪 ）．内 歯車 は ， さ や 状 の ば ね で

　　　ケー
シ ン グに支持さ れ て い る．

図 4 さ や状ば ね

歯車 の み に よ っ て 支持す る こ と と し ， 組 み 立 て ら れ る 歯

車 及 び 遊星歯車支持わ くの 精度 を高 く す る こ と に よ っ

て
， 荷重 の 等配 を 行 っ て い る．

　IMT 式 （図 5）は ， 遊星歯車 を 遊星歯車 と ほ ぼ等速

で 回転す る遊動仲介輪 とい う特殊浮動 ブ ッ シ ュ を介 し て

遊動軸 で 支え る 構造 と し て い る 。こ の 機構 に よ り， 各遊

星歯弔 は 遊動仲介輪 内 ， 外周 の 二 重 の 軸受 に よ っ て支持

さ れ る こ と と な り， そ こ に 発生 す る油膜 の ば ね 作用 に よ

り， 各遊星歯車 の 変形能が増大 し ， 歯 車は f固lt に 自己の

適正位置 を見付け て 浮動す る こ と と な り， 荷重分担が よ

り均等化 され る．更 に ス グバ 歯車 を 採用 し ， 大動 力の も

の に 対 し て は 歯幅を 2 列 に分割 し ， 2 列 の 内歯車を中央

支点 の 多数の ば ね 棒 （パ ラ ソ ス ピ ソ ） で 支持す る こ と に

よ り， 荷 彊分担 を 均等化す る と と もに ， トル ク 変動吸 収

効 果を も 図 っ て い る．

ス ラス

船

図 51MT 式遊星減速機

内歯 車受 け

　 こ の よ うに 遊星滅速機 に 荷重等配機構 を 設け る こ と に

よ り， 高出力遊星滅速機 の 信頼性 が 高ま る と と もに ，

　1） 同
一

仕様 の 他の 減速機 に 比べ て 小形軽量 （図 6 参

照），

　2）　軸心 の 食 い 違 い な く同軸配置が可能 で あ り， か つ

す え 付 け容易．

図 6　普通 の方式 に よ る舶用減速機 と舶用遊星歯車

　　　減速機 の 大 きさの 比 較
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　3） 減速比 4 前後 ， か つ 出力軸回転数 が低い の で設計

容易．

　4）　主要部 品の 軸心 が 同心 に 配置され るの で ， 推力 に

よ る推 力軸受台，ケ ーシ ン グ等 の た わ み の か み 合 い 状態

に対する悪影響 が 少な く ， 推力軸受 と
一
体の 減速機が 得

られ る．

　等の 特徴を有す る の で ， 中速 デ ィ
ーゼ ル 主 機

一
機
一

軸

配置用滅速機 と し て 注 目さ れ て い る．

3．　 軸系ね じり振動

　遊星歯車を 用 い た デ ィ
ーゼ ル 機関の 軸系 に つ い て は ，

既 に多くの 解析 ， 実績 が 行 わ れ て い る が ， こ こ で は ， 遊

星歯車の制振効果を評価するた め に実施 さ れ た ， 次 の実

験 に つ い て 若干 の 考察を 述べ る ．

　（財）臼木舶用機器開発協会 「弾性接手を用 い ない 舶用

中速デ ィ
ーぜ ル 機関用 IMT 遊星減速機装置の 開発 」 事

業委員会の 事業実施計画案 に よ る UBE −IMT 遊星減速

機を直結 し た デ ィ
ーゼ ル 機関 の 陸上 負荷運転試験が ， 昨

年 2 月 に 宇部興 産 （株）宇部 鉄 工 所 に お い て 実 施 され ，

減速機入力軸 ， 出力軸 の トル ク 変動等 が 計測 され た．本

軸系内の デ ィ
ーぜ ル 機関 の 主 要 目， 遊星減速機の 仕様は

表 2 の と お りで あ る．

表 2 デ ィ
ーゼ ル 機関主要目 ， 滅速機仕様

NKK −SEMT
16PC 　2−5　V
10，400PS × 517　rpm

4x16

図 7　遊星歯車減速機の 簡略機構

＼

考え る。こ の よ うな仮定を与 え る と減速機 に ね じ り振動

が 生 じ て い る場合 の 運動方程式は ， 図 7 を参照すれ ば 次

の よ うに なる こ とが分か る，

　太陽歯車 ：

一
ア

ィ

ー

評
セ

ル

機

閣四

遊
星

減
速

機

型 　　　式

定 格 出 力 x 回 転 数

サ イ ク ル 数 X シ リソ ダ数

シ リソ ダ直径

　　　　 × ピ ス トン 行程

V 　角　度

着 火 角 度

着 火 順 序

型 式

定格伝達馬力

　　　 × 入 ／出 力 回 転 数

滅 　速　比

40Qx460mm

45°

45
°
　又 1ま　405

°

1− 9− 5− 13− 7− 15−
3− 11− 8− 16− 4− 12−
2− 10− 6− 14

UBE −IMT 舶用遊星減
速機 （プ ラ ネ タ リー形）
MPD −120 型

10，400　PS
　　　　×　5171180 　rpm

1 ： 2．874

　本軸系をば ね 質量系 とみ な し て
， 等価軸系 を求め る と

き，遊星減速機 を ど の よ うな 系 と み な すか に つ い て 考え

て み る．

　まず遊星歯車機構 を 簡単化す る た め に ， 複列 内歯車 は

1 個 の 内歯車と 同等と し ， した が っ て 遊星歯車機構 全体

も単列 で あるとす る．また各歯車 は 常 に 接触 して い る と

　　Ct＠ s／rs
一θi）十 ∫s （dis／rs）− nrsFs ＝0　　　　　（1 ）

遊星歯車 ＋遊動仲介輪 ：

　　（Fs　一一　fs）rp 十 ノP θP ＝ 0　　　　　　　　　 （2 ）

遊星歯車＋ 遊動仲介輪 ＋ キ ャ リア ：

　　nFsrs 十 nfsrr 十 ノe〈dic／rc ）十 Co（Xcfr 一θo）＝o

内歯車 ：

　　nfsrr 十ff〈謝 r7 ）十 Cr　VrfrT ＝O

た だ し

（3 ）

（4）

Ci＝ 減速機入 力軸の ね じ り剛性，
　 C ・

＝ 減速機出力軸

の ね じ り剛性，
Cr＝ パ ラ ン ス ピ ン の 全ね じ り剛性 ，

θi＝ue関最終質点の ね じ れ 角 ，
0・
＝水動力計 に 相 当

す る 質点の ね じれ角， n ＝ 遊星歯車 の 数 ，
　 Js ＝ 太陽

歯車 の 慣性 モ ーメ ン ト， んニ（遊星 歯車＋遊動仲介

輪）の 慣性 モ ー メ ソ ト， ゐ ＝ （遊星歯車 ＋ 遊動仲介

輪 十 キ ャ リア ） の 太 陽歯 弔 中心 囲 りの 慣性 モ ーメ ン

ト， Jr＝内歯車 の 慣性 モ
ー

メ ン ト ，
　 Xs ・：太陽歯車基

礎円周 上 変位量，Xe ＝ ＝ キ ャ リ ア 上 の 遊星歯車軸 の 変

位量 ，
Xr ＝内歯車基礎円周 上 変位量，

　 rs ＝ 太陽歯車

の 基礎円半径，re 　＝me星 歯車 の 公転半径，　 rp ＝遊星

歯車 の 基礎円半径 ，
rr ＝ 内歯車 の 基礎円半径 ，

　 FL

fζ＝ 各歯車間 の伝達力 ，
Fs＝Fζ　COS 　a ，　fs＝fl　COS 　 cr

（cr　＝ 歯車 の 圧 力角）

以上 の 4 式 よ り，
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　　　［Ci（Xsfrs 一θi）十fs（dis！rs）】

　　　　 十 ［ノc（dic！rc ）十 Co（Xc ／rc
一θo）｝

　　　　一［丿1（dirfrr）十 Cr（Xr ／rr）1＝0 　　　　　　　（5 ）

が 導き 出 さ れ る，

　そ れ 故， 遊星減速機 を直結 し た デ ィ
ーゼ ル 機関 に 対す

る等価 軸系は例え ば 図 8 の よ うに 表す こ とが で き る．ホ

「：
一一

：

巨 ・
一ゼ 蠏

　　　　　　　　　　　　義
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 遊 見 歯 車減 速機

　　　 図 8 等 価 軸系 （ダ ン ピ ン グ を含ま な い ）

ル ヅ ア ー法 で こ の 等価軸系 の 固有振動数を 求 め る 際 に

は ， 従来の 平行型減速機 に よ る 方 法 ， すなわ ち自由端

（本軸系 の 場合 は 水動 力計）の 残留 トル ク を 0 とす る円振

動数の 値 を 固有振動数 とす る 方法 で な く，固定 端 の 比 振

幅を 0 とす る円振動数 を固有振動数とする方法で あ る．

本等価軸系 の 特徴的な こ とは ， 従来の 平行型 減速機で は

減速 比 が 式 （5）に 相当す る式 に は 含 ま れ て い る が ， （5）

式 に は それ が 含ま れ て い な い こ とで あ り ， 遊星歯車十 遊

動仲介輪 の 遊星歯車軸囲 りの 慣性 モ ーメ ン ト （Jp） の 影

響 も含ま れ て い な い こ と で あ る，

　以 上 の よ うな 特徴 を有す る等価軸系 の 応答 を考え る際

に はバ ラ ン ス ピ ン
， 遊動仲介輪内外周 の 油膜ばね等に よ

る個 々 の 減衰効果を等価軸系 に 含ま せ て 解忻す る必 要 が

あ り， こ の こ と は 非常 に 困雉で あ る．そ こ で 後述す る よ

うに 遊星減速機の 減衰効 果を一つ の ダーク ボ ッ ク ス と し

て 捕らえ る 方 が 便利 で あ る の で ， 式 （5）の 最終 ［ 1に

よ る トル ク 項 を減衰機入 力軸側 に 入れ た 等価軸系 とす る

た め に ， こ こ で は ，バ ラ ン ス ピ ン の 等価長 さ を 減速機 入 力

軸等 価 長 さ に 加 え て ，
パ ラ ン ス ピ ン 及 び 内歯車 の 慣性 モ

ーメ ソ トに よ る 影響 を なく し ， す な わ ち内歯車 を固定 と

し た等価軸系 を考え る こ と とす る ．こ の 場合 に は，従来

の 平行型 減速機と 同様と な り， 削述 の ノp の 影響及 び 減

速 比 も考慮す る こ ととな る．そ し て 減衰作用 は すべ て 速

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 滅速機
　 　 　 16PC
−

．．一 　 　 　 　 　 　∫11

届 ＾ 屈 轟 ム 届

　（P
1 ・一 ト

　　　　　　　　　　　油
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 面

　 　 　 水動力計

　　　　〇
一

図 9 等価軸系 （ダ ソ ピ ン グを含む ）

c ，

度比例形 の 粘性減哀 と し ， 更 に 2 質点間 の 相対速度 に 比

例す る減衰は な く ， 絶対速度 に 比 例す る滅衰 の み で あ る

と仮定すれ ば等価軸系 は 図 9 の とお りと な る．

　 こ の 等価軸系 の m 番 目質点 に 対す る運動方程式 は

　　　 lm θm 十 C鵬 θ鵬

　　　　 十 Km −i（θm
一θm −1）一トKm （θ卿

一〇m ・Yl）＝Fm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6 ）

と な る．た だ し Fm は ，
シ リ ン ダ圧 に よ る接線力 トル ク

で あ り， ク ラ ソ ク ス 卩
一

に 相 当す る質点を除い て は 0 と

す る．そ して その 値 は 接線力 トル クハーモ ニ ク ス の 各次

数 の 値 か ら得 られ る接 線力 トル ク と，ク ラ ン ク 配置，着

火順序 ， 解析す る 次数 を考慮 した 正 弦波 Fsin（ω ’十 p ）

で 表 さ れ る．た だ し F は 接線力 トル ク 振幅，ω は 起振

周波数 ， St， は位相 で あ る ．各 ク ラ ン ク ス ロ ーに つ い て
，

F ，ω は 同
一・

の 値と な る が ， 甲 は ク ラ ン ク配置， 着火順

序， 解析次数に よ り異 な っ た 値 と な る．

　 （6）式 で表さ れ る運動方程式 を ， ア ナ ロ グ計算機で 解

く と す る と，（6）式 を 図 10 （a ）〜（c ）で 示 され る各演算

素子 を 用 い て 図 11 の よ うに シ ミュレ ートし ，
こ れ らを

質点の 数 だ け タ ソ デ ム に 接続す る こ と に よ り軸系 を ア ナ

ロ グ計算機上 に シ ミ ュレ ー ト し
， 外部 よ り接線 トル ク ハ

ーモ ニ ク ス を発振器 に よ り 与え る こ とに よ り軸系 ね じ り

振動応答を求 め る こ とが で き る．

　図 12 は ， 本軸系 の ね じ り振動解析 に使用 した ア ナ 卩

グ計算機 （日立 ALS −505）， 発振器，位相変換器 ，
　 XY

V ＝ 一ダ の 機器を示す写真で あ る，

x ・・1　ew ’“t

馨秘
 

蒹諷〉一
一

　x・・1・一価 一 。一 ：轟 、晦 ） 如 ・
一訴轟 賑 ）説

図 10　ア ナ ロ グ計算機演算素子
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図 11m 番目質点 に 対す る ア ナ 卩 グ計 算機
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図 12　解析機 器

C。＝O　　 　 　　 C。＝0　 　 　　 　 α ＝O　 　　 　 　　 C 。
＝O　 　 　　 　 CR ＝ O

C ρ
ヨ0．54x105 　 Co ＝LO7 × 105　　C り

＝1．61× 105　　 C 臼
≡2．15× 105　　G ，＝2．69x1G5

mUwn 噛 八AA八 八八Aん

CR ： 遊星減速機減衰係数

　　　　　　　　　　　 CD ： 水動力計減衰計数

図 13　動 力 計 の 減衰 定 数 を変化 させ た 場 合 の 演算解例 （入 力軸変 動 トル ク ）

　接線 力 トル ク を外部発振 器 よ り加 え た 時の ア ナ P グ計

算機各部 の 電 圧 波形 は 図 13 の と お り と な り，こ れ らの

波形 よ り ， 各質点 の ね じれ 角 ， 等価軸 に 発 生 す る変動 ト

ル ク を 求 め る こ と が で き る，図 14〜図 16 が こ の よ うに

し て得た 図 で あ り， 図 14 は ，
1 節 2．5 次 の 危険回転速

〔
日−囗
。

ト）
へ

÷、
亠
憲
剰

4

1

o
　 　 　 　 　 l　 　　 　 　 2　 　　 　 　 　 3　 　　 　 　 4

　 　 　 　 　 一 動 力計 減 衰係 数　〔× 105kg ．Cm ／rad ／sec ）

図 141 節 2．5 次危険速度 に お け る遊星減速機入

　　　 出力軸の 変動 トル ク と動力減衰係数 の 関係

度 に お い て ， 動 力計 の 減衰係数を種 々 変化 させ た時の 遊

星減速機入 力軸 ， 出力軸 の 変動 トル ク の 変化 を 示 し て い

る．1 節振動 の 場合 は ， 遊星減速機の 減衰係数 を変化 さ

せ て も遊星減速機 の 入 力軸 ， 出力軸 の 変動 トル ク の 大 き

さ は ほ と ん ど 変 化 せ ず ， こ の 遊 星 減 速 機近 辺 に 1 節振動

モ ードの 節 が あ る．し た が っ て 図 14 に 記され て い る 減

速機 入 力軸，出力軸 の 変動 ト ル ク 実測値 と解析解曲線 の

交点が 動 力計減衰係数 で あ る と み な せ て
， そ の 値 は 図 よ

り，CD ＝0．7 × 105　kg・cm ！rad ！s   で あ る．

　図 15， 図 16 は ，
2 節 6．5 次 と 2節 8 次の 危険回転速

度 に お い て ， 動 力 計減衰係数 を パ ラ メ ータ と し ， 遊星滅

速機減衰係数 を 種 々 変化 させ た時 に 得 られ る遊星減速機

入力軸 ， 出力軸 の 変動 トル ク の 値をブ P
ッ ト し た グ ラ フ

で あ る．こ れ ら の 図 に よ り動力計 ， 遊星減速機の 両 滅衰

係数 が 遊星減速機入力軸，出力軸 の 変動 トル ク に 影響す

る こ とが分 か る． 1 節 で 求 め られ た動力計減衰係数 の 値

を 用 い ， 実測 さ れ た 遊 星 減 速機入 力 軸 ， 出 力 軸 の 変 動 ト

ル ク の 値を考え る と ， 図 15， 図 16 よ り遊星減速機 の 減

衰係数 CR は ， （o．8〜1．5）× 105　kg・cm ／rad ！sec 　とな る．

　水動力計 ， 遊星減 速機 の 両減衰係数を 0 と し た 場合，

遊星減速機減衰係 数は 0 の ま ま で水動力計 の 減衰係数を

O．7x105 　kg・cm ！rad ！sec と し た 場合及 び 水動計 と遊星滅

速機 の 減衰係数をそれぞれ 0．7x105 　kg ・cm ！rad ／sec ，1，0

x105 　kg・cm ！rad ！sec と し た場合の 危険回転速度近 辺 の 遊
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2 節 6．5 次危険回転速度 に お け る 遊星減速機入出力輻 の

変 動 トル ク と 減衰係数 の 関係
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図 16
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2 節 8 次危険回転速度 に お け る遊星減速機入 出力軸 の

変動 トル ク と減衰係数の 関係
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図 17 危険回転数近辺 に お け る遊星減速機 出力軸

　　　 の 変動 トル ク

星減速機出力軸 の 変動 トル グ を求め る と ， 図 17 の よ う

に な る．この 図か らは 1 節振動 に対 し て は 遊星減速機 は

変動 トル ク 吸収効果が う か が え な い が ， 2 節振動 に 対 し

て は か な りの 変動 トル ク 吸収効果を有 し て い る こ と が 分

か る，1 節振動 に対 して制振効果 が な い の は本軸系 の 場

含に は 減速機の 近 くに 振動 の 節 が あ るた め で ， も し振動

の 節が 減速機か ら遠 い 位置 に あ れ ば 1 節振動 に対 して も

制振効果は あ る もの と思 わ れ る．

　一
般 に 減速装置を有するデ ィ

ーゼ ル 機関の ね じ り振動

応答は ，

一
般 の 歯車列 に お い て 変動 ト ル ク 振幅 が平均 ト

ル ク よ り小 さ い 場合，す な わ ち 歯 の 接触 が 常 に保 た れ て

い る場合 に は ， 直結軸 に 変換 して 応答計算を行 っ た結果

と実測値は ほ ぼ一致す るが ， 変動 トル ク振幅が 平 均 トル

ク よ り大 きい 場合 に は ガ タ の あ る振 動 系 と し て特異 な 応

答 を示す こ とが知 られ て い る，遊星歯車 の よ うに ガ タ 要

素 とな り得る 動 力伝達点 （か み 合い 点，支持点等）が 数多

く存在す る場合 に は ， 個 々 の 動力伝達点の 力学的特性を

理論的 に 解明す る こ と は 困難で あ り， 遊星歯車装置を減

衰効果 に つ い て の ダーク ボ ッ ク ス とみ な し ， 入 力軸 と出

力軸の 振動応答か ら， ダーク ボ ッ ク ス の 等価減衰係数と

し て 取 り扱 う方法 が考え られ ， 前述 の 実験結果か ら推定

する と （0．8〜1．5）x10skg ・c皿 ！rad ！sec が得 られ て い る．

し か し 他方 こ の 値が 遊星歯車装置に つ い て どの 程度普遍

性 が あ る か とい う と若干 の 疑問 が あ る．すなわ ちその 第

1 は 図 17 に 示 さ れ る よ うに ， 実測 され た 2．5 次及 び 6．5

次 の 振幅ピーク が 計算値よ り若干低下 し て い る こ とで あ

り， そ の第 2 は ， 図 15， 図 16 の よ うに 入力軸 と出力軸

で トル ク成 分振幅 が 相違す る場合，どの 振幅 を対 応させ

れ ば よ い か とい う点 で あ る，特 に 後者 に つ い て は ， 入 力

軸 と 出力軸 が 180
°
位相差の あ る応答を 示 し た場合に ど

の よ うに な るか が 不 明 で あ る。

　 し た が っ て 本稿 に 示 し た方法は あ く ま で 一つ の 実験結

果 に対す る解釈で あ り， 普遍化するた め に は 今後多くの

実験 と解析を行う必要が あ る．

　ただ こ こ で 強調 し た い こ とは ， デ ィ
ーゼ ル 機関 と遊星

歯卓減速装置を連結する 場合 ， 高弾性接手 は 絶対 に 必要

な もの だ ろ うか とい う点 に 関す る疑問 で あ り， ね じ り振

動 に つ い て ， か な りの 減衰効果 を有す る 減速装置で あ れ

ば，高弾性接手 は 不要 と考え ら れ る 点で あ る ．最近 の よ

う に 船舶 の 推進機関 に対 し て ， 価格の 低滅と機関全長 の

短縮が 強 く要求され て い る現 状に お い て は ， 実現性 の 高

い 技術開発 と し て
， 早急 に 取 り組 む必要があ る よ うに 思

わ れ る．

4．　 む　す　び

　陸上 負荷運転試験 の 際 に計測 さ オLた遊星 減 速 機 入 力

軸 ， 出力 輯 の 変動 トル ク の 実測値及 び遊星減速機の 減衰

効果 を
一

つ の ダーク ボ ッ ク ス と し た 等価軸系 に 対す る ア

ナ ロ グ計算機 に よ る解析結果 に よ り， 遊星減速機 の ね じ

り振動吸収効果の 確認が 行わ れ ，供試遊星滅速機 の 減衰

係数が 求 め られ た ，

　 この よ うに ね じ り振動吸収効 果をもち，2．の 遊星減速

機の 項 で 述 べ た 1）〜4） の 特徴 をもつ 遊星減速機は ，

50 台近 く の 実績に も 裏打ち さ れ ， 吏 に 大出力の 遊星減

速機も開発され て い る現在 で は ，中小型船の 建造 の 増加

とも相ま っ て ， 今後 は 遊星減速機の 採用 が 大 い に 伸び る

こ とが 期待さ れ る．
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